




































































指数(IRI: International  Roughness Index) において，妥当な評価結果が得られることが
示されている．このことは提案法の実用性の観点から高く評価できる． 
 以上，本研究の成果は，振動を利用した構造ヘルスモニタリングにおいて，簡便なアル
ゴリズムを効率的に用いて実用性の高い方法を提案しており，工学的ならびに工業的価値
が認められる．これらを総合的に判断した結果，本研究の成果は博士（工学）に十分値す
るものと判断した． 
 
４．最終試験の結果 
 
 
 本学の学位規定に則り，論文審査委員による論文審査会を３回開催し，本論文の内容お
よび関連分野に関して多角的な視点から審査委員による筆答および口頭の試験を実施した．
また，公開の論文発表会を開催して，学内外から多くの参加者を得て多角的な討論を行っ
た．その結果，申請者は論文内容および関連科目に関して，博士（工学）としての専門知
識を十分有するものと判断され，試験は合格と判定した． 
